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『嘔吐』における救済の問題
中所聖
序
ロカンタンは，「小説を書く」ことによって救済されることはない。パ
スカルの言う「気ばらし」としての実生活においてはともかく， ロカンタ
ンにとっての宗教とも言うべき哲学的思索と欲求において，かすかな陽の
ぬくもりのごとく巻末に射し込む〈希望〉はすでに束の間のものであるこ. . . 
とが確定している。そして， ロカンタンはやはりサルトルである。「実生
活」を抜き取られたサルトルなのである。
以上はすでに自明のこととして，現在のサルトル研究が行われている。
サルトルの華々しいデビューを飾った作品の，あくまで論理的一貫性にお
ける破綻を，できる限り好意的に首尾一貫したものとして解釈しようとす
る試みや，あえてその点を強調せず，展開される思索の新しさと切れ味に
感嘆しつつ，他方，決して抒情性を捨て去ってはいない文体・構成の芸術
性を汲み取るという読解が，かつて多く存在した 1)。この希有な作品その
ものが相矛盾する要素を抱え込むことで成立しているのであるから，その
ような読み方は決して間違ってはいなかったが，やはり，不正確であると
現在のわれわれは言わざるをえない。われわれはここで，今一度，できる
限り作品そのものに即し，また必要とあらばいくつかの資料を読み返すこ
とによって，オビニオン・リーダーとしてのサルトルの時代が終わりつつ
ある頃から，そしてその死後はもちろん，自明と受けとられていることを
再確認しようとするものである。なぜなら，サルトルの著作全体の根本的
難解と豊饒がそこから発しているように思われるからであり，それゆえま
た， このような試みはもちろん，作品とその作者への批判などとは無縁の
ものである。
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I. 吐き気と偶然性
生活上の何の憂慮もなく， ド・ロルポン侯爵なる人物に関する歴史書を
ものするために単調な生活を送っているロカンタンにとって，唯一の気懸
かりが， しだいに激しさを増しつつ，不意に訪れるようになった〈吐き
気〉である。常に決まった意味をもち，揺るぎない定義を人間から与えら
れていたはずの事物が，その本来の姿，すなわち，〈偶然〉に意味もなく
そこに在るという生の姿をあらわにする時，彼は習慣的動作を停止せざる
をえず，無意味を前にした不安が嫌悪感となり，〈吐き気〉となって彼を
襲う。この〈吐き気〉を，ロカンタンは生理的に感じとっているわけであ
るが， しかし，それはやはり，〈存在〉についての一つの形而上学的認識
を象徴的に示すものである。
作者であるサルトル自身は，〈吐き気〉を現実的に感じていたわけでは
ないと言っている。そして，作者である自分と登場人物ロカンタンとの違
いを説明するサルトルの次の言葉が，『嘔吐』がなぜ小説という形式をと
らねばならなかったのかを明らかにしている。
on voit dans le roman La Nau.see un personnage qui a effective-
ment une certaine forme d'intuition qu'on pourrait presque 
appeler pathologique, qui est la Nausee […] . Mais je n'ai jamais 
eu a proprement parler cette Nausee; c'est-a-dire que je la reclame 
quand meme, mais beaucoup plus philosophique. C'etait une 
certaine conception du monde en general […] . On pouvait en 
conclure que i;a existait, […] , qui etait quelque chose que j'ap-
pelais la Nausee: […] , ilavait une certaine forme qui defiait 
meme la description puisqu'elle echappait aux mots. Pour le 
rendre au lecteur, il fallait donc donner a i;a une forme plus 
romanesque, […] : lecoupable, c'est la contingence, […」， c'etait
plutot quelque chose d'assez vague mais qui me tenait tres 
fort a peau 2) 
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サルトルにとって，〈吐き気〉は生理学的なものではなく，哲学的に主
張されるべきものであったが，人間が事物に付与した名称，すなわち言葉
をこそ〈吐き気〉は剥ぎとってしまうのである。それは，当然，言葉によ
る定義がなされるや否や言葉を「すりぬけて」しまうであろう。そして，
哲学的観念ではあるが，それは彼の皮膚にはりついたような漠然とした何
かであった。それゆえ，その提示にはまず，文学的形式が必要であったの
だと言えよう見
I. (冒険〉
さて，作品の中では生理学的感覚として描き出された〈吐き気〉の症状
から， ロカンタンはどのようにして自らを救おうとするのか。彼は， 〈吐
き気〉を感じずにいる時，〈冒険の感覚〉が〈吐き気〉にとって代わった
のだと考える。その中に身を置く時に至上の幸福感に包まれる〈冒険〉と
は，どのようなものであろうか。具体的な描写に注目しよう。
ロカンタンは，海岸通りから島の燈台に灯がともるのを目にし，その抒
情をきっかけとして，冒険の気持ちで心が充たされるのを感じる。何ごと
かが自分の身に起きる，何ごとかが起こるために自分を待っているという． 
期待を抱いて街をさまよい始める。それは何ごとでもよい。彼にとって，
それこそ自分の到着を待っていたものだと思えさえすれば。彼は，よく行
くカフェの会計係の女性を，冒険の核となる素材として首尾よく見出す。
c'est… c'est ele qui m'attendait. Elle etait la, […] , ele 
souriait. Du fond de ce cafe quelque chose revient en arriere 
sur les moments epars de ce dimanche et les soude les uns aux 
autres, leur donne un sens: j'ai traverse tout ce jour pour aboutir 
la, […]. Tout s'est arrete; ma vie s'est arretee: cette grande 
vitre, cet air […] , cette plante […] , et moi-meme, nous formons 
un tout immobile et plein: je suis heureux八
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ロカンタンを幸福にする〈冒険〉の気持ちとは，自分を含めた眼前のあ
らゆる存在物がおのおの一つの不可欠な要素として，ある全体を構成すべ
く在るべき場所に在るという感覚のことだと言えよう。そして，その感覚
が得られた瞬間，〈冒険〉はすでにそこに成立しているのである。これは，
自己が存在の偶然性から逃れて，必然的な存在，さらには不可欠な存在に
まで高められるということを意味する。英雄的行為は，必ずしも必要では
ない。自分がそこにいなければそれは成立しないということが，彼に〈冒
険〉の主役としての資格を与える。そして，意味なく流れていた時間，意
味なきゆえに「散在していた瞬間」は，一つの意味に向かって互いに接合
されるのである。
このようにして，〈冒険の感覚〉が，存在理由の欠如，すなわち，存在
の偶然性からロカンタンを救い出すのであるが， しかしながら彼は，瞬間
を接合しそれらに意味を与える「何か」も，冒険のうちに成立しているべ
き「不動で充実した一つの全体」も，無秩序に継起する日々の中に突如と
して生まれる一瞬の閃光でしかないことを知っている。
il ne me restait plus qu'un amer regret. Je me disait: 《Cesenti-
ment d'aventure, il n'y a peut-etre rien au monde a quoi je tienne 
tant. Mais il vient quand il veut; il repart si vite et comme 
Je sms sec quand 1 est reparti ! [・・・］〉 5) 
サルトルは戦時中の日記の中で，この〈冒険〉というものについて詳細
な考察を加えている。
1 vaut mieux dire que c'est (: cette aventure est) un irrealisable. 
L'aventure est un existant dont la nature est de n'apparaitre 
1 -. qu un passe a travers erec1t qu on en fait si. 
〈冒険〉というカテゴリーに包摂されるべき種々の状況があらかじめ決
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定されているのでない以上，いかに波乱の出来事においても．人はただそ
の時々の状況の中に投げ出されているだけであり． 〈冒険〉が姿を現すの
はその出来事が過ぎ去ったあとである。 〈実現不可能なもの〉とは，今こ
の現在においては生きられることのないものの意であり，それは， 〈実現
可能なもの〉として将来に姿を現すが，常に現在をすりぬけて， 〈実現不
可能なもの〉として過去に再び現れるのみである。
出来事は．将来において期待され，あるいは，過去において追憶される
時にのみ〈冒険〉でありうる。 〈冒険〉が実現される場は．サルトルによ
れば〈物語〉の中だけということになる。
si j'avais souci d'ecrire une nouvelle intitulee《LaPermission》,
je pourrais la composer, cette permission, comme ele aurait 
du etre, avec sa nature pathetique et precieuse立
軍隊生活の中で与えられた一つの休暇が〈冒険〉となるためには，彼は
それを短篇小説のような形で構成し直さなければならないのである。
『嘔吐』の中には，〈物語る〉という〈冒険〉制作法についての以下の
ような記述が見られる。
Mais quand on raconte la vie, tout change; […J les evenements 
se produisent dans un sens et nous les racontons en sens inverse. 
On a l'air de debuter par le commencement […]. Et en realite 
c'est par la fin qu on a commence. Elle est la, invisible et 
presente, c'est ele qui donne a ces quelques mots la pompe et 
la valeur d'un commencement. [ .] les instants ont cesse de 
s'empiler au petit bonheur les uns sur les autres, ils sont happes 
par la fin de l'histoire qui les attire et chacun d'eux attire a son 
tour !'instant qui le precede: sJ 
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物語ることによってあらゆる瞬間が結末から意味を与えられ，位置づ
けられる。では，最後のかすかな希望である〈小説を書くこと〉に結び
つくこの操作は，一種の救済措置としてロカンタンに受け入れられるであ
ろうか。ロカンタンは，『存在と無』におけるサルトルと全く同じよう
に，〈生きる〉ことと〈物語ること〉を厳密に区別する 9)。つまり，人
は〈物語〉を作ることはできるが，それを〈生きる〉ことはできない。そ
のような〈冒険〉をあえて企てることは，〈物語ること〉と〈生きるこ
と〉の混同を意味するであろう。
J'ai voulu que les moments de ma vie se suivent et s'ordonnent 
comme ceux d'une vie qu'on se rappelle. Autant vaudrait tenter 
d'attraper le temps par la queue10J. 
〈冒険〉の仕組みをロカンタン自らがあばいているこれらの記述は，燈
台に灯がともるのを見て冒険の感覚を得る場面の描写に先立って，すでに
記されているものである。 〈冒険〉の断念は論理的には早くから決定的で
あった。そして，彼の考察は，〈冒険の感覚〉とは正反対の意味をもつ〈
吐き気〉について深まってゆくのである。しかし，〈冒険〉の存在の否定
は，必ずしも，不意に訪れる幻のような幸福感をもはや味わえないという
ことを意味するのではない。ロカンタンは時折，それと知りつつ〈冒険〉
という架空の領域に入り込み，自らの現実をあらかじめ冒頭と結末をもっ
た物語の一部であるかのように感じる。そして，その幸福感が過ぎ去った
時，再び苦い後悔を感じるということをくり返すのである。
サルトル自身は，『言葉』の中で， 6歳から 9歳頃の自分にとって，〈物
語〉を生きる時こそ至福の時であったと書いている。美しい娘を死地から
救出するという大筋にのっとって，彼は念入りに空想の中の物語を練り，
最も重要な場面を盛り上げることに努めたという。最大の山場，それはい
つも次のような類のものであった。
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Quand les janissaires brandissaient leurs cimeterres courbes, un 
gemissement parcourait le desert et les rochers disaient au sable: 
《Ily a quelqu'un qui manque ici: c'est Sartre.》A l'instant, 
j'ecartais le paravent, je faisais voler les tetes a coups de sabre, 
je naissais dans un fleuve de sang. Bonheur d'acier! J'etais a 
ma place . 11) 
最も幸福な瞬間，それは，自分が必要とされている場にぴったりと嵌ま
り込むその時である。しかし，その〈冒険〉が終わり，栄誉を与えられる
べき時となると彼の興奮と幸福は急速に冷めていった。それゆえ，少年
は，〈結末〉である勝利を伏せたまま先へと延ばさねばならなかったし，
また，〈物語〉のヴァリアント作りを余儀なくされていたのである。
m. <完璧な瞬間〉
ロカンタン，そしてサルトルにおいて．〈物語る〉ことと〈生きる〉こ
とは厳密に区別されたのであるが．両者の混同をおかした者として登場
するのが．ロカンタンのかつての恋人アニーである。彼女が生きようとし
た〈完璧な瞬間〉とはどのようなものであろうか。
〈冒険〉は，閃光のごとく訪れ．無秩序に継起する瞬間を結末から捕捉
し．各々の瞬間に価値を与え，そのことによって．散在している事物をす
ら．ある全体を構成する要素として互いに結びつけてしまうものであった。
この．時間と空間の凝縮はまた．アニーが〈完璧な瞬間〉と呼びつつ， 日
常生活の中で実現しようとしたものに他ならない。ロカンタンとアニーが
再会の場で交わす会話において．彼女はまず，〈特権的状態〉について語
る。
C'etaient des situations qui avaient une qualite tout a fait rare 
et precieuse, du style, si tu veux. Etre roi, par exemple, quand 
j'avais huit ans, ~a me paraissait une situation privilegiee. Ou 
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bien mourir. […] D'ailleurs, il suffisait d'etre clans la chambre 
d'un mort: la mort etant une situation privilegiee, quelque 
chose emanait d'elle et se communiquait a toutes les personnes 
presentes . 12) 
アニーが〈特権的状態〉と呼ぶものは，つまりは，ある特殊な，非日常
的状況である。絶対的権力者であること，あるいは，死に立ち会うこと。
日常生活の単調さに苛立ち，生を無意味な持続であると感じている者にとっ
ては，これらが魅力的な出来事であるということは容易に理解できる。こ
のような，人を厳かな気分にしたり感情を高ぶらせたりするような特別な
状態の中で，何が起こるのであろうか。
- les moments parfaits […] viennent apres. Il y a d'abord des 
signes annonciateurs. Puis la situation privilegiee, lentement, 
majestueusement, entre dans la vie des gens. Alors la question 
se pose de savoir si on veut en faire un moment parfait. 
-Oui, [ J ., ・ … J a1 compns. Dans chacune des s1tuat10ns pnv1-
legiees, il y a certains actes qu'il faut faire, des attitudes qu'il 
faut prendre, des paroles qu'il faut dire — et d'autres attitudes, 
d'autres paroles sont strictement def endues. […］ 
-[…] il fallait d'abord etre plonge dans quelque chose d'ex-
ceptionnel et sentir qu'on y mettait de l'ordre. Si toutes ces 
conditions avaient ete realisees, le moment aurait ete parfait13>. 
〈特権的状態〉の中では， しなければならない行為，とらねばならぬ態
度，言わねばならぬ言葉がある。このことは，〈特権的状態〉が人に一つ
の演ずべき役柄を与える枠組，舞台設定であるということを示している。
与えられた舞台の上で，その設定により決められている役柄を人は演じな
ければならない。
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非日常的状況であれ，そのままでは単なる出来事の一つでしかない。そ
の状況に一つの秩序が与えられた時，〈特権的状態〉が生まれる。言い換
えれば，単なる出来事が一つの統一を与えられるべき舞台と見なされ，選
ばれる時，出来事は〈特権的状態〉となるのである。そして，登場すぺき
役者が登場し，その役を見事に演じ切ったならば，舞台は強い緊張感と
統一，そして美を生み出すであろう。これが， アニーの言う〈完璧な瞬
間〉である。
〈完璧な瞬間〉が生み出されるためには，一人の人間のうちに，演技者
と観客が同時に存在していなければならず， さらには，演ずべき役割，
厳しく制限された行為といったものが決定されるためには，〈完璧な瞬
間〉がその素材としての現実よりも常に一歩先の所に， 目的として設定
されていなければならないということになる。つまり，とるべき態度，言
うべき言葉は，〈完璧な瞬間〉から逆算して導き出されるしかない。〈結
末〉からすべてが捕捉され統一された〈冒険〉と同じ構造がここにある。
過去に意味を与え得るのが現在であるように，現在を意味あるものとして
照らし出してくれる光源は，常に現在よりも先の所にあるのである。
ロカンタンにおける〈物語ること〉と〈生きること〉の区別，すなわ
ち，サルトルにおいては〈美的価値の領域〉と〈倫理的価値の領域〉の厳
別を行わぬ〈生き方〉を体現する人物として，アニーの登場があったのだ
と言えよう。二人は，同じように〈実存〉からの自己救済を図り，同じよ
うに失敗した。ロカンタンの言葉を借りれば，二人は共に，「ある瞬間に. . . . 
自分の生活が希有で貴重な性質を獲得することができると想像した14)」の
であり，その希有で貴重な性質をもたらす〈冒険〉と〈完璧な瞬間〉はど. . . . . . . 
ちらも存在しなかったのである。
IV. 挫折
ロカンタンとアニー，そしておそらくはサルトルが求めたものは，確か
に〈実存からの救済〉であったと言えるだろう。しかし，〈冒険〉と〈完
璧な瞬間〉についてのわれわれの考察だけからしても，それは本来不可能
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であったと言わざるをえない。この二つのものが否定された共通の理由は，
それらが，彼らの考える（感じている）〈存在〉という意味においてはも
ちろん，ごく一般的な意味においてさえ〈存在しない〉という事実に帰せ
られるように思われる。そこで，存在／非＝存在という視点で救済の希求
とその失敗をふり返れば，次のことが明白である。
まず，暖昧な一般的意味においてさえ，〈存在〉とは現実の領域である。
ロカンタンがマロニエの樹を前にして理解したところではさらに，事物
は偶然にそこにあるだけのものであり，人間もその例外ではない。そうい
う意味での〈現実〉から救われようとするのであるから，救いを求める
手は〈存在しないもの〉の方へ差し出されるしかない。まさしくロカン
タンも言うように，人間存在の正当性の欠如は，他のいかなる存在物に
よっても埋め合わせることはできないのである 15)。しかし，〈存在しない
もの〉が，純粋性・統一性といったいわばその美的価値によって人間に慰
安と幸福を与えたとしても，そのことで，人間それ自体は存在することを
やめて〈純粋〉になることはできない。そもそも，〈偶然に存在する〉と
いう事実の発見と受け入れが実存の直視と言われるものである以上，救済
を求めるということは，それだけで自己欺曝を意味するであろう。すなわ
ち，一貫性という点では，実存の認識の後に〈救済〉という概念の出てく
る余地はないのである。〈実存からの救済〉が求められるのは，それゆえ，
漢然と実存を感じている状態の時ということになる。これを図式的に表せ
ば，次のようになるだろう。
[ I] 実存を感じることによる不安（得体の知れない吐き気を感じてい
る）＝実存からの救済（吐き気を忘れさせてくれるもの）を求める
[II] 自己救済の失敗と存在に関する考察の深まり（実存からの救済と
いう概念のもつ撞着が次第に明らかになる）
[il] 実存の認識（マロニエの樹を前にした〈存在〉の理解）＝実存
からの救済の断念（〈美的価値〉と〈倫理的価値〉の区別）
論理的整合性から言えば，この次には，「ならば人間は，偶然に存在す
るという動かし難い条件のもとでいかに生きることが可能か」， あるい
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は．「そのような人間が目指し得る価値とはいかなるものか」といった．
現実の領域の問題が提起される筈である。サルトルは実際に．そのような
自己の方向づけを行った。しかし，『嘔吐』に限って言えば． こうした問
題は提起されていない。マロニエの樹を前にして「存在について知り得る
限りのものをすべて学んだ16)」後．ロカンタンは小説を書こうという考え
を抱くのである。
V. 音楽
ロカンタンが巻末で小説を書こうと決心する契機になるのは，《Some
of these days》というジャズ曲である。最初，音楽は〈冒険〉と同じ
ように〈吐き気〉を消し去る働きをするが，彼がマロニエの樹を前にし
て〈実存〉を理解し，アニーとの互いに失意の底での再会の後は，それは
むしろ，〈非＝存在の純粋性〉をもって聞く者の〈存在〉を恥じ入らせる。
cette petite douleur de diamant, […] maintenant ele tourne et 
nous tous […] qui nous abandonnions a !'existence, parce que 
nous etions entre nous, rien qu'entre nous, ele nous a supris 
dans le debraille, dans le laisser-aller quotidien: j'ai honte pour 
moi-meme et pour ce qui existe devant ele. Elle n'existe pas. 
[…] Je vois clair dans !'apparent desordre de ma vie: au fond 
de toutes ces tentatives qui semblaient sans liens, je retrouve le 
meme desir: chasser !'existence hors de moi, vider les instants 
de leur graisse, les tordre, les assecher, me purifier, me durcir, 
pour rendre enfin le son net et precis d'une note de saxophone17l. 
レコードを聞きながら彼は，自分の望んでいたことがすべて，つまり
は〈実存からの救済〉であったということを理解し，なおかつ，〈存在の
領域〉に属するものから〈存在〉を追い出すという〈救済〉の不可能性
は，〈冒険〉や〈完璧な瞬間〉の断念の時よりも，さらに明瞭に理解され
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ていると言えよう。
『嘔吐』は，実存からの救済が不可能であることを明らかにし，その後
に提起されるべき〈倫理的価値〉の問題を棚上げにしたまま，無駄に与え
られた自分の生を「生き延びてゆく 18)」ロカンタンの姿を示して，幕を閉
じようとするかに見える。しかし，作品の終わりまであとわずかとなって，
一条の希望の光が突如として差し込んでくる。それは，そのジャズ曲を創
作した人間に思いを馳せることによって発見される希望である。
C'est le corps use de ce Juif aux sourcils de charbon qu'elle (: 
la melodie) a choisi pour naftre. […] Et pourquoi pas moi? 
《Madeleine,est-ce que vous voulez remettre le disque? Just une 
fois, avant que Je ne parte.》19) 
音楽は〈存在しない〉にしても，それは人間によって創り出されたも
のであるということにロカンタンは気付く。〈存在〉する人間が〈非＝存
在〉を創造し得るということに，人間にとって唯一可能な救済があると考
えるのである。それゆえ，その曲を作った者と唄った者に羨望を感じる。
Ils sont un peu pour moi comme des morts, un peu comme 
des heros de roman; ils se sont laves du peche d'exister. 
Pas completement, bien sfir — mais tout autant qu'un homme 
peut f a1re 20) 
こうして，自らが〈純粋な存在・非＝存在〉となって生きることは出来
ないという動かし難い事実の中で， ロカンタンは，それを創り出すことに
部分的な救済を感じ取ろうとするのである。
VI. 小説を書くこと
ロカンタンは，まさにプーヴィルの街を去ろうとする寸前に，小説を書
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くことを思いつく。しかし，そのことによって彼は，部分的ではあって
も〈存在〉から解放されることになるのであろうか。可能性の根拠となっ
ているのは，創り出すという点である。しかし，〈冒険〉も〈完璧な瞬
間〉も，その内容を設定するのは人間の想像的意識ではなかっただろう
か。 〈存在するもの〉と〈存在しないもの〉との厳別を行う以上， 〈存
在〉についての考察は，きわめて現実的な意味での〈倫理的価値〉，すな
わち〈行動〉を要求する。にもかかわらず，〈小説を書く〉ことに救済を
認めるとするならば，小説を書く者（非＝存在を作り出す者）が一種の特
権をもっていることになる。
Un livre [ .], c;a ne m'empecherait pas d'exister ni de sentir 
que j'existe. Mais il viendrait bien un moment ou le livre serait 
ecrit, serait derriere moi et je pense qu'un peu de sa clarte 
tomberait sur mon passe. Alors peut-etre que je pourrais, a 
travers lui, me rappeler ma vie sans repugnance. Peut-etre […］ 
que je me dirais: 《C'estce jour-la, a cette heure-la que tout a 
commence.》21) 
〈小説を書く〉ことによって得られる特権，それは，ここにも暗示され
ているように，具体的には書いた本が後世に残るということのように思わ
れる。ここに至って，〈物語ること〉と〈生きること〉を区別する立場は
再び傍らに追いやられていると言わざるをえない。 「すべてが始まったの
は，あの日，あの時刻からだ」という部分は，そのまま，結末から照らし
出されて意味をもった物語の冒頭以外の何物でもない。
このような撞着に， ロカンタンは薄々（サルトルはもちろん）気付いて
いる。また，彼（ら）自身，小説を書くことで存在することを感じないで
すむようにはならないだろうと考えている。それにしても， このような論
理的破綻をきたしてまで，最後に〈小説による救済〉が登場してくること
に，われわれは， ロカンタンよりもむしろ，サルトルその人の文学的作品
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創造への執着を見るのである。
サルトルは晩年，ボーヴォワールとの対話の中で，『嘔吐』執筆当時を
次のようにふり返っている。
J'ecrivais quelque chose d'absolu: je creais quelque chose d'ab-
solu, qui etait, en somme, moi. Je m'etais transporte dans une 
vie eternelle. Un objet d'art survit au siecle; si je cree un objet 
d'art, il survit au siecle, donc moi, son auteur incarne en lui, 
je survis au siecle; par-derriere il y avait l'idee d'immortalite: 
je passais de la vie mortelle a une vie immortelle. […] je le 
pensais avec un peu d'ironie, mais je le pensais au moment oi 
j'ecrivais La Nausee22i. 
〈現実の領域〉への展開を余儀なくする思索と小説を創り出すことへの
執着との間の振幅は，サルトルの出発点である『嘔吐』の中にすでにはっ
きりとしるされていたのである。〈美的価値〉と〈倫理的価値〉の混同を
避けようとする立場は，とりもなおさず，・〈美〉が〈現実・存在〉に対し
て無力であるとする立場であり，そのような〈美・純粋性〉を創り出そう
とすることは，一方で自らが〈存在する〉人間でありながら， もう一方
で〈存在する人間〉を恥じ入らせる不滅の観察者であろうと望むことであ
る。『言葉』を引用しつつ言えば，ロカンタンは，小説を書くことによっ
て「ガラスと鋼でできた写真顕微鏡23)」となって，再び〈純粋なもの〉に
自らを近づけようとしている。そして，救済の不可能性は，それを表明す
るという発行者不明の委任状によって，救済の可能性となるのである。
（本学非常勤講師）
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